
お持ちの空き家、

キレイに直して

貸し出しませんか？

町が空き家を一定期間

無償で借り上げ、

改修して入居希望者に

貸し出す制度です。

所有者への

メリットは？

・貸出の契約期間中は固定資産税や火災保険の

負担がなくなります！(町が負担します)
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・契約期間終了後改修された家が返ってくるので、

自己負担なしで水回りなどをキレイに直せます！
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⑤所有者との定期賃貸借契約満了時に建物を返還します。

　所有者のライフスタイルに合わせて賃貸・売却・ご自分で住むなど活用方法をお選びいただけます。

南木曽町役場　もっと元気に戦略室　元気なまちづくり係

担当：橋立・吉田

TEL：0264-57-2001　Mail：genki-senryaku@town.nagiso.nagano.jp

①まずは希望される所有者様の物件の状態や貸出に適切な状態かを確認させていただきます。

②町の基準をクリアしたら、所有者と町とで賃貸借契約を締結し無償で借り上げます。

　(賃貸契約10-12年)

③賃貸契約完了後、構造に関わる部分、キッチン・トイレ・浴室などの水回りを中心に建物の改修工事を行いま

す。
④入居希望者と町が賃貸契約を締結します。賃料は改修工事の工事費に充当します。

・この賃貸借契約は原則として途中解約はできない契約となります。

　解約する場合は契約期間に応じて、改修工事費をご負担いただきます。

・入居希望者は町が面談、調査の上決定します。

　所有者の希望に沿えない場合もありますのでご了承ください。

南木曽町

空き家相談

①物件調査

②賃貸契約締結

③建物改修

工事

④賃貸借契約締結
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賃貸？

売却？

自分で住む？

すぐに住める家が

見つからない！
空き家の管理

どうしよう？

・制度の流れ

※注意点※

お問い合わせ

詳細はこちらへ

Design : Shinohara Mai (地域おこし協力隊)
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実施は年間 1、2棟を
予定しています。

例：600万円分の改修工事の場合(水回り＋耐震改修等)
　　600万円 ÷ 10年 ÷ 12ヶ月 = 5万円相当分の工事費(1ヶ月あたり)＋固定資産税減免
　　→約10年後、キレイになったお家をお得に所有できます！



空家対策総合支援事業 移住定住促進空家活用住宅事業 

１．事業概要 

都市部から、子育て世帯を誘致できるよう、子供部屋を確保した空き家を選定し、

水回り・和室から洋室等に改修し、移住環境を整備することで、子育て世帯の移住定

住を図る。令和5年度は、活用可能な空き家物件をリストアップし、所有者に対して、

町と10年間の無償賃貸の同意を得ることができるよう交渉を行った。2棟の所有者同

意を得ることができたため、耐震調査及び改修設計を実施している。令和6年度は、改

修設計した2棟の改修工事を実施し、都市部へ入居者募集プロモーションを行う予定。 

 

２．今後の運用体制について 

 ○管理体制 

  町営住宅関係条例を準用した管理体制を予定。 

 ○家賃設定の考え方 

  国庫補助対象改修費6,000,000円-国庫補助金3,000,000円＝残高3,000,000円 

  残高3,000,000円÷10年間÷12ヶ月＝ 1月あたり家賃 25,000円 

  ※移住者誘致施策である為、委託料及び、町単独事業費等は算定に含まず、一律

一月25,000円を予定。 

 ○入居者募集の方法 

  Ｒ6年度当初より、テレワーク勤務が主体の企業に本事業のアプローチをかけ、住宅

改修の進捗を見計らい、町ＨＰや移住関連メディアにて公募をかける。 

 （選定基準（案）：家族構成、職種、移住希望動機、地域理解度） 

 ※具体的な選考基準は検討中ですが、ＵＩ住宅と同様に選考基準をもうけ、「中学生以

下の子供がいる世帯」「首都圏在住者」を優先して誘致ができるよう検討します。 

            ↓Ｒ6年度2棟 令和8年度2棟 令和9年度2棟 で6棟 

３．事業内容  令和5年～令和9年度間で移住者向け町営住宅6棟の造成 

Ｒ5年度   歳出 

        設計業務（2棟）     1,200,000円 

        耐震調査（1棟）      100,000円 

        合  計          1,300,000円 

        歳入 

        補助金            600,000円 

 

 



Ｒ6年度   歳出 

        改修工事（2棟）     15,000,000円 

        町単改修（2棟）      1,000,000円 

        監理委託料          400,000円 

        下水道事業分担金（1棟） 400,000円 

        合  計          16,800,000円 

        歳入 

        補助金           7,500,000円 

        過疎債           7,500,000円 

        町単費           1,800,000円 

        合  計          16,800,000円 

 

■移住定住促進住宅（2棟） 

 

 

 

 

 

 

 

（田立：下切 こども園下）          （北部：戸場 北部分館前） 

※空き家の利活用と、移住定住施策が同時に叶い、改修費の多くが補助金及び家賃収

入で補う事ができる。 

 

田立住宅 600万円（10年間）         北部住宅 900万円（15年間） 

■10年後はどうするか？ 

入居後半ぐらいから、空家の購入や家主との交渉を促して、定住できるようサポートを

検討しています。 

■町内、町内出身者を優遇できないか。 

移住を目的とした補助事業であり、町内者は利用できません。 

また、子育て世帯の誘致も申請事由にあるため、最優先事項となります。 
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